
 

 

 

 

 

児島湖に係る第６期湖沼水質保全計画 

（案） 

 

 

 

 

 

 

平成２４年１月 

岡 山 県 

審議事項① 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児島湖に係る第６期湖沼水質保全計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境文化部 環境管理課 

 



 

 

目  次 

 
はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

１ 計画期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

２ 児島湖の水質保全に関する方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

（１）計画期間内に達成すべき目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 

（２）計画の目標及び対策と長期ビジョンをつなぐ道筋・・・・・・・・・ 2 

 

３ 湖沼の水質保全に資する事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

 

（１）下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化槽等の整備・・・・・・・ 2 

 

（２）湖沼等の浄化対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

 

４ 水質保全のための規制その他の措置・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

 

（１）工場・事業場排水対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

 

（２）生活排水対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 

（３）畜産業に係る汚濁負荷対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

 

（４）流出水対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

 

（５）緑地の保全その他環境の保護・回復 ・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 

５ その他水質保全のために必要な措置・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 

（１）公共用水域の監視・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 

（２）調査研究の推進等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 

（３）県民との協働による環境保全活動の推進・・・・・・・・・・・・・ 9 

 

（４）環境学習の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

（５）関係計画等との整合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

（６）事業者等に対する支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

（７）計画の進捗管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

 

別添１ 流出水対策推進計画 

別添２ 児島湖の長期ビジョン 
 





























 

 

 

 

 

児島湖に係る第６期湖沼水質保全計画 

（案）について 

 

 

 

 

 

 

補足資料① 



- 1 -

児島湖に係る第６期湖沼水質保全計画（素案）

に対する県民意見等の募集結果について

平成２３年１１月２２日から平成２３年１２月２１日までの間、「児島湖に係る第６期

湖沼水質保全計画（素案）」について、岡山県民提案制度（パブリック・コメント）によ

り、ご意見を募集したところ、次の５３件が寄せられました。

これらのご意見等に対する県の考え方を掲載しておりますのでご覧ください。なお、取

りまとめの都合上、寄せられたご意見等は要約して記載しております。

貴重なご意見ありがとうございました。

＜寄せられたご意見等と県の考え方＞

１ 水質保全に関する方針（８件）

意見等の要旨 県の考え方

１ 水質目標値は、どのような方法で設 ＣＯＤと全りんは、第５期計画の目標を

定したのか。（２件） 達成しなかったので、同じ値を目標値とし

て設定し、全窒素は、第５期計画の目標を

達成したので、新たにシミュレーションを

行い目標値を設定しました。

２ 水質目標値が対策を講じた場合と、 第５期計画では、下水道等の整備事業と

講じない場合とで、ほとんど差がない 農業用水の再利用事業により大きな水質改

のはなぜか。（３件） 善効果を見込んでいましたが、第６期計画

では、農業用水の再利用事業の増加が見込

まれないため、水質目標値の差が小さくな

っています。

３ 対策を講じない場合でも、現況に比 土地由来など汚濁量を算出する根拠とな

べて改善が見られるのはなぜか。 る原単位（単位面積当たりの排出汚濁量な

ど）を今回見直したためです。

４ 対策を講じた場合に、それぞれの対 水質向上への寄与は、汚濁負荷量の削減

策が目標達成にどの程度寄与している 効果が高い下水道、農業集落排水施設、合

のか。 併処理浄化槽等の整備によるものが大半を

占めます。その他の事業は、第５期計画と

同規模の事業量なので、水質を維持する範

囲の寄与に留まっています。



- 2 -

意見等の要旨 県の考え方

５ 第５期計画で、ＣＯＤ、全りんの目 平成２２年度は、夏季に気温、水温が高

標値が達成できなかった理由は何か。 く、底泥からの汚濁量の溶出が増え、また

冬季に降水量が少なく、植物プランクトン

が増殖したこと等が考えられます。

２ 湖沼の水質保全に資する事業（１３件）

意見等の要旨 県の考え方

６ 下水道の普及率が７割にも達してい 岡山県の「クリーンライフ１００構想」

ないので、整備にもっと力を入れるべ に基づき、下水道、農業集落排水施設、合

きである。（３件） 併処理浄化槽を組合わせ、普及率１００％

を目指し、効率的な整備を行います。

７ 農業集落排水施設の普及率が低く、 児島湖流域内で占める農業集落排水施設

現状と目標とでほとんど変わらないの の割合が少なく、整備が概ね完了している

はなぜか。（３件） ためです。

８ 合併処理浄化槽の整備数が増加する 合併処理浄化槽の設置宅が、下水道へ切

のに、第５期計画と比べて処理人口が り替えるため等です。

減少するのはなぜか。

９ ヨシ原の適正な管理とは、どのよう ヨシが枯れる１２月から３月に刈り取り、

な事業を行っているのか。（３件） 花の支柱、堆肥等への利用、ヨシ紙の画用

紙や商品ラベルの作成等を行っています。

10 農業用水の再利用は、目標量をさら 現行の水利権を最大限活用した計画で、

に引き上げるべきである。（２件） これ以上の引上げは難しいと考えています。

11 覆砂は、湖内対策として非常に有効 今後、水質浄化対策の一つとして研究し

なので実施すべきである。 ていきたいと考えています。
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３ 水質保全のための規制その他必要な措置（９件）

意見等の要旨 県の考え方

12 工場・事業場排水の規制を強化すべ 岡山県は、瀬戸内海の水質保全の観点か

きである。 ら、全国的にも厳しい規制を設けています。

児島湖流域もこの規制の適用を受けている

ことから、今回は、児島湖のみの規制強化

は考えていません。

13 工場・事業場の排水や汚濁負荷量の 水質汚濁防止法等に基づく立入検査を実

監視指導を行うべきである。（２件） 施し、水質検査や汚濁負荷量の確認等を行

っており、今後も実施していきます。

14 生活雑排水対策に関する普及啓発を 下水道への接続、合併処理浄化槽の設置、

積極的に実施し、住民の意識向上を図 クリーンネットの使用など家庭でできる排

るべきである。 水対策の効果的な普及啓発に努めます。

15 米のとぎ汁を回収して水気を取り、 肥料としての効能や肥料化費用等を考え

肥料として販売してはどうか。 ると、各家庭で植木や家庭菜園等に直接与

えてる方が現実的だと思います。

16 畜産業者への家畜排せつ物管理や農 畜産業者へは巡回指導により、農業従事

業事業者への土づくりに対する指導・ 者へは講習会等の開催により行っており、

助言はどのように行っているのか。 今後も実施していきます。

17 農地では、年や場所により土壌のリ 土壌診断を計画的に実施し、結果に基づ

ン含有量が異なるが、施肥対策をどの いた施肥量削減対策を行っており、今後も

ように実施するのか。 実施していきます。

18 都市域や農地の水質保全対策の重要 講習会の開催や様々な媒体等を活用し、

性を住民へ伝えていくべきである。 普及啓発や情報発信を行います。

19 流域での清掃活動の回数を目標とし 活動団体自らが目標を設定することによ

て盛り込んではどうか。 り、意欲向上が図られ、積極的な取組につ

ながると考えており、県は、その取組を支

援していきます。
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４ その他水質保全のために必要な措置（１９件）

意見等の要旨 県の考え方

20 公共用水域の水質測定は、時期、頻 児島湖２地点、流域河川１３地点で、月

度、項目などどのように行っているの １回ＣＯＤ等の生活環境項目や年１回カド

か。（４件） ミウム等の健康項目などを測定しています。

21 汚濁メカニズムの解明等の調査研究 官学が連携して効果的な調査研究を実施

を行うとともに、より効果的な水質浄 し、児島湖に適した浄化技術を検討してい

化方法を生み出すべきである。（２件） きます。

22 普及啓発では、より多くの人が解り 様々な媒体による情報発信において、広

やすい情報を発信するよう配慮がすべ く県民が関心や興味を持て、解りやすいよ

きである。（７件） う配慮します。

23 環境学習は、高齢者から小学生まで 高齢者から子どもまで幅広い世代の県民

幅広い世代を対象に行うべきである。 を対象として、参加・体験型のふれあい学

（６件） 習を住民団体等との協働で進めていきます。

５ その他（４件）

意見等の要旨 県の考え方

24 水質管理だけでなく、生態系の保全 計画で定める事項は法で規定されており、

や創出の観点からの対策も行うべきで 現在、環境省において生物の棲息環境に視

ある。 点をおいた新たな目標の検討を始めたとこ

ろです。

25 ＣＯＤ５mg/ℓ以下という環境基準は、 児島湖は閉鎖性水域である湖沼としての

豊かな瀬戸内海を考えたときに妥当な 視点から、瀬戸内海は海域としての視点か

値と言えるのか。 ら、それぞれ環境基準をあてはめています。

湖沼計画と海域計画の両方を有するのは、

全国でも岡山県だけで、対策の推進にあた

っては、計画間の整合を図っています。

26 この計画素案は住民へ周知している 計画素案は、ホームページへの掲載、県

のか。また、この計画策定後も住民へ の関係施設への備え付け等により周知しま

周知すべきである。（２件） した。策定後は、ホームページへの掲載の

ほかパンフレット等により周知します。






















































































































	審議事項①
	1/22
	2/22
	3/22
	4/22
	5/22
	6/22
	7/22
	8/22
	9/22
	10/22
	11/22
	12/22
	13/22
	14/22
	15/22
	16/22
	17/22
	18/22
	19/22
	20/22
	21/22
	22/22

	審議事項②
	1/58
	2/58
	3/58
	4/58
	5/58
	6/58
	7/58
	8/58
	9/58
	10/58
	11/58
	12/58
	13/58
	14/58
	15/58
	16/58
	17/58
	18/58
	19/58
	20/58
	21/58
	22/58
	23/58
	24/58
	25/58
	26/58
	27/58
	28/58
	29/58
	30/58
	31/58
	32/58
	33/58
	34/58
	35/58
	36/58
	37/58
	38/58
	39/58
	40/58
	41/58
	42/58
	43/58
	44/58
	45/58
	46/58
	47/58
	48/58
	49/58
	50/58
	51/58
	52/58
	53/58
	54/58
	55/58
	56/58
	57/58
	58/58


